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　令和３年度第１回（通算４９回）国立病院機構熊本医療センター開放型病院連絡会を、１０月１１日（月）午後７
時より、ホテル日航熊本（５階阿蘇の間）にて開催いたしました。当日は登録医の先生方及び地域医療連携ご担当の
皆さまほか１０２名の方々にご出席いただき、院内スタッフ１１２名の総勢２１４名の方々にご参加いただきました。
　令和２年度は新型コロナ感染症により開催できませんでした。今年度も開催できるか最後まで危惧されましたが、
開催日が近づくにつれ新規感染者も減少し、まん延防止等重点措置も解除されました。万全の感染症対策を施し開放
型病院からのご出席者を１名～２名に限定させていただいた上で規模を縮小して、密にならないよう２つのフロアを
使用して開催しました。
　開会にあたり、髙橋院長より、「救急医療とがん治療の２本柱を掲げ職員一丸となって邁進してまいりたい。コロナ
で希薄になった開放型病院に登録頂いているご施設との顔の見える関係を再構築できることがなによりも重要で今後
ともご支援を賜りたい。」との挨拶がありました。続いて、開放型病院運営協議会委員長で、熊本市医師会会長の園田
寛先生よりご挨拶がありコロナ過の早期収束に向けた願いを語られました。その後、熊本市医師会理事の緒方一朗先
生と当院橋本副院長の司会で総会が始まり、総会では、境がん総合医療センター長による「がん総合医療センターの
紹介」、冨髙放射線治療センター長による「新外照射装置（TrueBeam）のご紹介」をさせていただきました。（患者数
の増に対応できるような高精度の世界最高峰の照射装置の導入について等）この後、菊川地域医療連携センター長に
よる「地域医療連携室からのお知らせ」、冨髙副地域医療連携センター長による「紹介予約センターからのお知らせ」、
と続き、最後に熊本市歯科医師会会長の宮本格尚先生からご挨拶を賜りました。
　総会終了後は、天草の間に会場を移して意見交換会が行われました。熊本市医師会副会長の田中英一先生によるご
挨拶及び乾杯のご発声で意見交換会が始まりました。診療科毎に設置されたテーブルを囲んで、終始和やかな雰囲気
の中で意見交換が行われました。途中、当院の各診療科部長（医長）一同がステージに上がり、橋本副院長が一人一
人を紹介させていただきました。続いて、副看護部長、看護師長一同がステージに上がり、坂元副看護部長より紹介
致しました。最後に熊本市医師会理事の家村昭日朗先生の閉会のご挨拶で盛況のうちに無事終了となりました。ご参

加いただいた皆さまにおかれましては、お
忙しい中誠に有り難うございました。また、
今回出席されなかった皆様には次回の参加
をお待ちしております。この会が当院との
連携を一層深め地域医療を益々発展させる
機会となれば幸いです。

（庶務班長　有馬 義弘）

熊本市医師会会長
園田寛先生

髙橋院長

各診療科部長の紹介 副看護部長・看護師長の紹介

令和 3 年度 第１回（通算４9 回） 
開放型病院連絡会が開催されました

熊本市歯科医師会会長
　宮本格尚先生
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京町台クリニック

【診療科目】
　内科、胃腸科、腎臓内科、血液内科

【診療受付時間】
　午前 9:00 ～ 12:00、午後 14:00 ～ 17:30

【休診日】
　水曜・土曜日の午後
　（予約制で上・下部内視鏡検査です）
　日曜日・祝日

【住所】
　〒 860-0078 熊本市中央区京町 2-8-45

【TEL】
　096-202-7705

【FAX】
　096-202-7706

◆貴院のアピールをお願いします
　2021 年 4 月 1 日に中央区京町に開院致しまし
た。当院は地域の方々に内科（胃腸科、腎臓内科、
血液内科）のかかりつけ医として貢献出来るよう
に全力で取り組んで参ります。一昨年からのコロ
ナ禍による受診控えか、内科としての認知度がま
だまだなのかは分りませんが、新型コロナワクチ
ン接種の患者さまがほとんどな中で、近隣の方々
に温かく受け入れて頂きつつある事に感謝し、患
者さまお一人お一人に真摯に向き合って参ります。

◆先生の趣味・お勧めスポットを教えて下さい
　ほとんど無趣味でありますが、健康のため散歩
するようにしています。京町界わいは坂が多く、
瀬戸坂、新坂、中坂、春木坂、観音坂、錦坂、龍
迫谷坂、向臺寺坂、西方寺坂、雁木坂、入道坂、
榎坂そして牛縊坂などがあります。もはや何とお
読みするのか分りませんが当院は牛なんとか坂に
あります。雁木坂中腹より眺めた夕空を戴く金峰
山は、双子の四才児を代わる代わるおんぶして坂
を上り下りした不養生なアラフィフの疲れを癒す
のに足る素晴らしい景色でした。

◆当院へのご要望をお聞かせ下さい
　要望など大それた事は全くございませんが、い
つも緊急かつ重症な患者さまを快く受け入れて下
さり本当に有難うございます。ご予約時のコール
センターの方々の明るく優しく丁寧な対応には大
変心地良く安心感を覚えます。救急対応やご紹介

先のご担当のコメディカルや各先生方におかれま
しては、お忙しい中にも関わらず迅速に丁寧にそ
して的確にご高診を賜りまして心より感謝し申し
上げます。地域連携の要として今後の益々のご発
展をお祈り申し上げます。今後ともご指導とご鞭
撻の程を何卒宜しくお願い申し上げます。
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眼科（No.12）医学シリーズ
No.277

ドライアイについて

最近のトピックス

国立病院機構熊本医療センター
眼科部長

　　榮
え い き

木 　大
だい

輔
すけ

　ドライアイはその名の通り乾き目であり、多くの方

がご存じの病名かと思います。しかし、その実態は

非常に厄介な病気で、単に目が乾くだけでなく、乾

きが非常に多彩な症状を引き起こします。日本では

1000 万人以上がドライアイにかかっていると言われ

ており、特にデスクワークをしている方の３人に１人

がドライアイであるという報告もあります。「ドライア

イ」「乾き目」は以前からあるありふれた病気ですが、

2016 年に診断基準見直しという転機がありました。

新しい診断基準は 「❶目の不快感や視機能低下など

の自覚症状がある」 「❷涙液層破壊時間が５秒以下で

ある」 の２点になります。難しそうな言葉が並んでい

るため気づきにくいのですが、大事な点は「涙が少な

いこと」は診断基準から外れたということです。数々

の研究でドライアイとは、単純な涙の量の減少が原因

ではなく、涙の質が低下することや目の表面の細胞の

機能低下などが原因であることが分かってきたからで

す。

　先に述べましたが、ドライアイの症状は非常に多彩

です。まず、目が乾燥することで目がショボショボし

ます。まぶたと眼球がこすれることでコロコロ感（異

物感）がでます。乾燥により目の表面が凸凹すること

で視力低下やまぶしさ、更にそれらの見えにくさから

来る目の疲れ、眼表面が荒れることで目の痛みまで

感じることもあります。更に、乾燥の刺激が強くなる

と涙の分泌が増えることもあり、なんと「涙があふれ

るドライアイ」も存在します。

　ドライアイの検査は、 ❶問診で乾燥に伴う目の症状

の確認 ❷涙を染める試薬を使うことで涙の質の評価 

というたった二段階で終わります。体の病気の一環と

して発生するドライアイもあり、その場合には目尻に

紙や糸を挟んで涙の分泌量を測定する検査を組み合

わせることもあります。

　治療は目薬が中心で、軽症

では保湿のための目薬だけで

十分な場合もありますが、あ

る程度強いドライアイでは目の

表面の細胞に働きかける点眼

を組み合わせたり、眼軟膏という目の塗り薬を用いる

場合もあります。更に、重症例では涙点プラグという

器具で目頭にある涙点という穴に栓をすることもあり

ます。

　その他、生活上の注意として、エアコン・クーラー

などの風を顔に浴びない、空気が乾燥する季節には

眼鏡（度無しでも可）を掛けるといったこともドライア

イの症状を和らげることに役立ちます。

　上記症状でお困りの場合には、ぜひ眼科に相談し

てみてはいかがでしょうか。
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臨床研修医

小野　浩輔
おの　こうすけ

臨床研修医

大本　寛之
おおもと　ひろゆき

　こんにちは。研修医１年目の小野浩輔と申します。私は、今

年の３月に熊本大学医学部を卒業し、４月より熊本医療センター

で初期臨床研修をさせていただいております。

　残暑が続く８月下旬にこの研修医レポートを筆記しているの

ですが、研修医生活が始まり、早くも 5ヶ月もの時間が過ぎ去

ろうとしております。未だに病院内で慣れないことは多々あり、

上級医の先生をはじめとした病院スタッフの方々のお世話にな

りながら、日々の生活を送っております。

　さて、今回は「くまびょうニュース」での研修医レポートの筆

記という貴重な機会をいただきましたので、研修医生活の始ま

りとなった麻酔科と現在研修させていただいている消化器内科

　はじめまして、研修医１年目の大本寛之と申します。長崎大

学医学部を卒業し、４月より熊本医療センターにて初期研修を

させていただいております。初期研修がスタートしはや５か月が

経ちました。

　私は外科から研修をスタートし消化器内科、循環器内科、麻

酔科と研修させていただいております。カルテの使い方に始ま

りとにかく何もわからない状況からスタートしましたが、指導

医の先生をはじめ各科の先生方から大変親切で温かいご指導を

いただき、充実した研修を送らせていただいております。また、

各科回らせていただいております間、皆様に多くのご迷惑おか

けし、フォローいただきました。この場を借りてお礼申し上げ

について記させていただこうと思います。

　まず、麻酔科についてですが、研修医生活の始まりであった

こともあり、当初は多くの困難に直面したほろ苦い記憶が残っ

ております。しかし、その分、麻酔科研修の 6 週間を通して大

幅に成長できた実感がありました。上級医の先生の監視下では

ありますが、それでも責任は伴うため、生半可な気持ちではい

けず、事前に十二分な時間をかけて毎度入念な準備をしており

ました。この習慣は２年間の研修医生活だけではなく、その後

の医師生活においても一生活かしていけることだと考えており

ます。

　次に、消化器内科についてですが、人間が生きる上で切って

も切り離せない「食」に強く関わる臓器を主に診る診療科とい

うこともあり、患者数が多いというのが第一印象でした。その

分、多くの診察や手技等を経験させていただいておりますが、

一人一人の患者さまに勉強させていただいているという感謝の

気持ちを忘れずに今後も研修医生活を送っていきたいと考えて

いる所存です。

　最後にはなりましたが、これからも日々の研鑽を怠ることな

く、一人前の医師に少しでも近づけるよう精進して参りますの

で、２年間という短い間ではございますが、今後とも何卒宜し

くお願い致します。

ます。

　４つの診療科を回らせていただき、各診療科の先生方が大変

悪い状態で救急外来に運び込まれた患者さまを退院に導き、回

復する過程を共に診させていただき、自分もそのようになりた

いと思うと同時にならなければならないという使命感を強く感

じました。しかし、私自身について振り返ると少しずつできる

ことは増えていますが、相変わらずできないことだらけで成長

スピードの遅さに焦ることの方が多いですが、ローマは一日に

して成らないように、日々の努力を怠らずにベストを尽くしすし

かないのだと感じております。また、今までの５か月間を振り

返り最も感じることは、医療は一人で行うことはできないとい

う事です。なにをするにもそれを支えてくださる方や指導して下

さる方あって出来る事で、一人で患者さまを診ているのではなく

チームで診ており、それは今後立場を変えても役回りが変わる

だけで大きなものの一つにすぎないのだろうと感じます。

　これからも様々な科で研修していく中で皆様に数多くのご迷

惑おかけする事もあるかと存じますが、たくさんのことを吸収

し、患者さまの役に立てるよう精進して参ります。これからも

どうぞよろしくお願いいたします。

6



2021 年 11 月研修のご案内

※今後の感染状況や熊本県の動向を踏まえ、急遽変更・中止にさせていただく場合がございます。
最新の情報は当院ホームページ等でご確認をお願いいたします。

研修センター
QR コード▶

研修へのお問い合わせはこちら
国立病院機構熊本医療センター
地域医療研修センター（096）353-3515（直通）
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